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未電化地域で電気を“測り売り”

株式会社Digital Grid

総

夜でも勉強ができると喜ぶ子どもたち

人口約5,000万人のうち4,000

万人以上が電気にアクセスでき

ず、特に農村部では電化率が５％にとど

まるタンザニア。そんな未電化地域に電

気を“測り売り”しているのが、株式会

社Digital Gridだ。村の雑貨屋（キオス

ク）にソーラーパネルを貸し出し、発電

された電気はバッテリーに貯めて同社

が一括管理。キオスクのオーナーたちが

村の需要に応じて必要な量だけプリペ

イドで電気を購入し、住民に携帯電話

やランタンの充電サービスを提供する

仕組みだ。インターネットで電圧や電

流、周波数を遠隔操作する「デジタルグ

リッド」という日本発の技術と、この地

域で急速に広がる携帯電話を使った送

金システム（モバイルマネー）によって実

現した。

　2013年に設立した同社が最初に挑戦

したのは、電化率が低く、モバイルマネ

ーがいち早く浸透していたケニアだっ

た。代表取締役の秋田智司さんら３人

の創業メンバーが同国に移住し、JICA

のBOPビジネス調査を活用して市場調

査を行った他、パートナーとなるキオ

スクの選定方法などを確立した。

　2015年にタンザニアに拠点を移した

のは、主に治安上の理由だ。しかし、

同国は電化率や物価はケニアと同じ水

準ながら人件費は約半分。人々は、高

価な備品をレンタルで使用することへ

の抵抗感が少なく、市場としても魅力

的だった。以来、順調に店舗を増や

し、昨年末には800店舗まで拡大。さ

らに、今後の展開に向けて、JICAの海

外投融資を通じて３億円を調達した。

今年度末までに1,000店舗、翌18年度

末までに2,000店舗に拡大する他、セ

電気の測り売りの仕組みを説明する秋田さん（左）

村で一番の売り上げを誇るキオスクのオーナー

世界で広がるクリーンエネルギーの利用に注目しているのは、
国や政府だけではない。民間企業による開発事業に出資や融
資を行うＪＩＣＡの海外投融資を通して、再生可能エネルギー
の活用を目指す日本企業の試みを紹介する。

from
タンザニア

特集 クリーンエネルギー
明かりが絶えない安心を

企業が変える、世界 の電力事情

ネガルなどにも水平展開する計画だ。

　さらに、キオスクのネットワークを活

用した新規事業のチェーン展開も構想

している。「未電化地域では、電気だ

けでなく、教育や医療、情報など、さま

ざまなものが不足しています。住民の

ニーズに応えて生活を改善し、彼らの

所得を向上させることで、私たちのビ

ジネスの成長にもつなげていきたいと

考えています」と話す秋田さんの挑戦

は続く。

荒涼の地に吹く風を新たな資源に

SBエナジー株式会社

恐

ツェツィー風力発電所の完成予想図

竜化石の宝庫として知られるモ

ンゴル・ゴビ砂漠では、雨雲が

ヒマラヤ山脈に遮られ、乾いた風が吹

き付ける。

　その一角にあるウムヌゴビ県ツォグト

ツェツィー郡では、現在、25基・総出力

50メガワットにおよぶツェツィー風力発

電所の建設が進められている。12月に

は、同国で２番目となる風力発電所とし

て完成する予定だ。

　石炭を豊富に埋蔵する同国では、現

在は石炭火力発電が総発電容量の９割

近くを占める。だが近年、経済成長に伴

い電力需給がひっ迫していると同時に、

環境への懸念から風力や太陽光などク

リーンエネルギーの開発ニーズが高まっ

ている。

　同発電所の建設と運営を担っている

のは、同国唯一の風力発電所を運営す

るNewcom社と日本のSBエナジー株

式会社が2012年に設立した合弁会社

「クリーン・エナジー・アジア」（CEA）

だ。この事業は昨年、英インフラスト

ラクチャー・ジャーナル誌の「IJGlobal 

Awards」でアジア・大洋州の風力発電

事業部門を受賞し、国際的にも注目を

集めている。SBエナジーは、アジアを

再生可能エネルギーの送電網でつなぐ

「アジアス－パーグリッド構想」を提唱

するソフトバンクグループの子会社で、

日本有数の再生可能エネルギー事業

者だ。今後の運営においては、同社が

持つ豊富な運営実績や経験の活用が

期待されている。

　JICAは、海外投融資を通じて、欧州

復興開発銀行（EBRD）と共にこの発電

所事業を融資している。海外投融資で

はこれまで気候変動対策事業を支援

IJGlobal Awardsの授賞式。同賞は、模範となる優
れた融資プロジェクトに贈られる

風力土台の建設風景

from
モンゴル

するファンドに出資した実績がある

が、再生可能エネルギー分野への融資

は今回が初めてだ。

　５月末には、１基目の風力タービン

が設置され、予定よりも早いペースで

工事が進んでいる。ゴビ砂漠では中国

も太陽熱や風力の発電施設の建設を

進めているという。今後は、化石だけ

でなくクリーンエネルギーの宝庫とし

てもゴビ砂漠は重要な存在となってい

くだろう。
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